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みの高純度な精製試料が得られたら，主に蒸
気拡散法という蒸気平衡により徐々にタンパ
ク質の溶解度を下げる手法によりタンパク質
の結晶化を行います。
研究内容
当研究室では，疾患に関わるタンパク質や
創薬のターゲットとなるタンパク質の立体構
造をX線結晶構造解析の手法を用いて原子レ
ベルで明らかにすることにより，病因の解明
や創薬につながる構造基盤を得ることを目指
しています。
疾患関連タンパク質として，膜タンパク質
ストマチンの立体構造を解明する研究を行っ
ています。ストマチンは，生体膜の裏打ち構
造をとり膜構造の変化に関わると考えられて
いる膜タンパク質です。裏打ち構造とは，細
胞にある生体膜を内側から網目状になって支
え生体膜を維持する構造ということです。こ
のタンパク質が機能しないと溶血性貧血（遺
伝性有口赤血球症）を発症します。ストマチ
ンの立体構造を明らかにすることで，溶血性
貧血の発症メカニズムの解明やその有効な治
療薬の開発にも貢献できると考え研究を進め
ています。
創薬のターゲットとなるタンパク質とし
て，キネシンモータータンパク質とその活性
を阻害する化合物との複合体の立体構造を解
明する研究を行っています。キネシンタンパ
ク質は細胞分裂時の紡錘体の形成に関与する
タンパク質で，このタンパク質の阻害剤は増
殖を続けるがん細胞の細胞分裂を停止させる
ことで，有効な抗がん剤となりうると期待さ
れています。キネシンモータータンパク質と
その阻害剤との複合体の立体構造を明らかに
することで，より強く阻害する化合物をデザ
インすることを目指した研究を進めていま
す。
おわりに
筆者らの研究室では，疾患関連タンパク質
や創薬ターゲットタンパク質のかたちを理解
することで，創薬につなげたいと思いながら
研究に取り組んでいます。疾患の原因となる
タンパク質で，なぜ疾患を引き起こすのかよ
く分からないタンパク質も多く存在します。
それらのタンパク質の立体構造を明らかにし
て疾患の原因を解明したいと思っています。
図　X線結晶構造解析の流れ
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